
                                               

                                            

    

    

    

    

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

１ 出題の趣旨      
   

日高管内学力向上推進会議 
平成 30年度 全国学力・学習状況調査 

【ひだかプラン】 
 

中学校 

数学編 ～解答に課題の見られた問題について～  
数学A ２  文字式の計算との利用 

過去の

出題に
おいて 数量の大小関係を不等式に表すことができるかどうかをみる。

《関連問題》 平成 26年度【中学校】 

数学 A２ (1)の正答率は、46.0％であり、

課題が見られたことから、本年度の調査問

題に出題されました。 

 

 
〇 数量の大小関係を不等式に表すことができるようにする 

  事象において比べようとする数量に着目し、それらを数

や文字を用いた式で表し、不等号を用いて数量の大小関係

を適切に表すことができるように指導することが大切で

す。 

 本設問を使って授業を行う際には、「プールの水の深さ x

㎝」と「120㎝」に着目し、「深さは 120㎝以下である」か

ら「xは 120より小さいか等しい」と捉え、このことを不等

号を用いて「x≦120」と表せるように指導すること。 

○ 「３a＋４b＞15」の解答類型は、数量の大小関係を捉えていますが、重さが「15 ㎏以上」と「15

㎏より思い」を混同していると考えられます。このように、「解答類型について」を活用し、正答だけ
ではなく、一人一人の誤答の状況等に着目して、学習指導の改善・充実を図ることが大切です。 

２ 学習指導要領における領域・内容 

〔第１学年〕 Ａ 数と式 
   (2)   文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったり 

する能力を培うとともに、文字を用いた式の計算ができるようにする。 
エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し、式 
を用いて表したり読み取ったりすること。  

  「一次関数の利用」についても、課題が見られます。 

  本年度の数学Ａ12 において、一次関数の意味に関する問

題が出題されましたが、管内における平均正答率が低かっ

たことから、事象の中に、一次関数として捉えられるもの

があることを理解するとともに、関数関係を用いて具体的

な事象や場面を考察したり、予測したりするよう指導する

ことが大切です。 

    【関連問題】平成22年度全国学力・学習状況調査中学校数学Ａ12 

平成24年度全国学力・学習状況調査中学校数学Ａ12 

数量の大小関係を不等式に表すことができるようにする
学習指導が大切です。   

◆こんな工夫が考えられます◆ 

 

生徒の身近な事柄と結び付
けて、普段から「不等式」を使
って数量の大小関係を表す機
会を設けるなど、生徒が日常的
に不等号に慣れ親しむ環境を
整える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
数学B ５  数学的な結果の事象に即した解釈（バスツアー）  

１ 出題の趣旨 

 

 

 

 

 

 

本問題では、バスツアーを利

用した旅行の計画を立てる場

面を取り上げ、この場面におい

て、値引き額を基に値引率を求

めるための式をつくる状況を

設けました。 

 
        

与えられた情報から必要
な情報を選択し、的確に処
理することができるかどう
かをみる。 

□ 実生活に見られる様々な

問題を解決する場面におい

て、事象について式などを用

いて数学的に表現する。 

□ 数学的な表現を用いて事

柄が成り立つ理由などを的

確に説明する。 

２ 学習指導要領における領域・内容 

〔小学校第５学年〕 Ｄ 数量関係 
  (3)  百分率について理解できるようにする。  
〇 平成 30年度全国学力・学習状況調査小学校算数 A８に「百分率を求めることができるかどうか」 

をみる問題が出題されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「４年間のまとめ【小学校編】」において、「割合の意味を理解すること」に課題があると指摘 

されており、平成 24年度以降の調査でも、基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えることに 

課題があると指摘されています。 

小学校における既習事項との系統性に基づく指導や他教科等との関連を図った学習指 

導が大切です。 

 

◆こんな工夫が考えられます◆ 

 

百分率を求めるためには、基準量と比較量を正しく
捉え、割合が（比較量（割合に当たる大きさ））÷（基
準量（基準にする大きさ））で求めることができること、 
及び基準量を100として、それに対する割合で表す方
法が百分率であることを理解するよう、指導すること
が大切です。 

生徒の実態に応じて、小学校の学習内容

を振り返る指導を取り入れてみましょう。  

◆こんな工夫が考えられます◆ 

 

示された割合を基に、基準量と比較量の関係を捉えるために、割合が２つの数量の関係であり、比較量が基準量

に対してどの程度の大きさなのかを示すものであることを理解できるようにする。 

問題場面の中の、何が基準量に当たるのかを「話し合う活動」を設けること。 

基準量の大きさを１として、それに対する割合を百分率で表したとき、基準量の半分の量 50％になることや、

基準量を10等分すれば１つ分の量が 10％になることを捉える活動を取り入れる。 

基準量の50％や 10％を基に、比較量の大きさを見積もる活動を取り入れる。 


